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の所好酸球性白血病様反応と呼ぶのが妥当と考え の論議の余地を残している。往時より多く心室細動
る。 を以て終ると云われて来たが，心室細動以外にて終
末する場合の多い事の記載も漸次多くなってし、る。
9. 姫婦に見られた同種免疫抗体にづいて
私は三輪内科及び栃木県上都賀病院に於て，現在迄
木村康〈法医〉
採取せる 19例の症例ピっき，其の死前後に於ける
富安徹太郎(産婦科〉 
E. K. G.所見を述べる。年令は 8才...64才，男子 
Rh式血液型め発見が端緒となって，血液型不適 13例，女子 6例，内心疾患 2例，癌疾患 6例，血液
合に基く流産，早産乃至新産児死亡例の存すること 疾患、 6例，外傷 1例，輸血障碍によるもの 1例，伝
が明らかになり，現在同種免疫乃至母子免疫の名の 染性疾患 1例である。 1)心室細動にて停止せるも
もとに研究が続けられてし、る。 の 8例，心室自動にては 6例，房室自動にては 1例，
余等も原因不明の流早産，新産児死亡例について 洞調律にては 3例，心房細動にては l例である。 2)
血液型不適合との関係を検討中のところ，母児免疫 全症例とも死前期に洞徐脈を見る。 3)洞調律にて
による-と思われる同種免疫抗体を有する例に遭遇し 停止せる症例は死前後にヂギタリス剤未使用であっ
たので、報告する。 、 た。 4)基礎疾患とは相関はない。
第 1例:抗A免疫抗体
過去 2回の分娩に於て，生後間もなく新産児死亡 12.化学療法と濯注気管支の治癒機転について
の経歴を有する 25才の妊婦に見られたもので，婦 田中 進(千葉療養所外科〉
人の血液型:OMq CDejCDe，夫の血液型 :ABMq 肺結核症の微量排菌の問題については，命不明の 
CDejCDeである。 点が多い。文献に依れば明らかな空洞以外の微量排
唱』 第 2例:抗 CD免疫抗体?(同定中〉 菌源の 78%は小抱包乾酪巣に依ると云う。
過去 4回の分娩に於て，生後間もなく重症黄痘で この小抱包乾酪巣とその濯注気管支の関係を切除
新産児死亡とし、う経歴を有する 26才の妊婦に見ら 肺標本ビついて病理組織学知に検討，特に病巣と濯
れたもので，夫人の血液型:OMNq cdEjcdeであ 注気管支の接合部所見についてその器質的閉塞状態
る。 を観察，あわせて化学療法との関係を検討した。 
10.輸血にJ:器血液疾患の血球並びに栓球数の変 13.唾液腺造影剤の検討特に唾影像との関係
動にヲいて 木位田泰介〈耳鼻咽喉〉
湯同好ー〈千葉病院内科〉 唾液腺造影剤として従来 40% モルヨ r~ルが多
野口吾郎，相E場秀子 く使用されて来たが，最近新しい沃度造影剤が生産
血液疾患に於ける血球・栓球数等の増減機転に関 されて来たので，と与に犬の耳下腺，顎下腺に下記
しては従来諸種の研究を見るが，我々は健康人給血 7種類の造影剤を注入し，その唾影像を比較観察し
者から各種血液疾患 32例〔再生不良性貧血 4，白血 た。
病 8(急性 6，慢性 2)，紫斑病 3C単純:'!、生 1，木態性 (1)懸濁性造影剤，水性ヂオノジ ~;v ， 油性ヂオ
栓球減少症の，パユノチ氏症候群 8，腎性貧血 3 ノジー  ;v，rI，木 tl-性ウロコリシでは主管，分岐管共に造
態性低色素性賛血 3，他的非血液疾患  7合計 39例 影力は良いが，管外への漏浪が著しく腺は影像を生
に輸血(主に新鮮血 1囲 100---200cc)を実施し，輸 じなし、。 (2)水性造影剤，ピラセトシ Cでは主管，
血後短時間内及び連続輸血に依る長期観察を行い， 分i技管の造影力慨して悪〈管外への漏演が時に見吟
赤血球，白血球，栓球数等に就ての愛動態度を追究 れ，腺は造影力も悪く時に斑紋状となる。 70%ピラ
し併せて出血傾向改善の模様，血球栓球数の安動と セトシ， 70%ウロコリシでは主管，分岐管，腺の造
の関連性等につき若干の知見を得たので報告する。 影力は前者では悪く後者では多少良いが両者共管外
漏浪なく腺は斑紋状を示す。 (3)40%モルヨド  ー
1.死戦期前後に於け忍 E.K.G.所見について ノレで、は主管，分岐管，腺共に造影力良〈管外漏洩な
大久保哲夫，(栃木県上都賀病院内科〉
'く，腺は均等叉は分葉状を示し良くその解剖学的形
今世記初頭より死戦期前後の機転につき，其の心 態を表す。
時電図学的見地よりの報告を時折散見するが，前多く 以上に依り唾液腺造影剤として 40%モルヨド戸 
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